
未来の起業家を育てる起業体験等プログラム事業に係る質疑と回答 

 

 未来の起業家を育てる起業体験等プログラム事業に係る公募型プロポーザル実施要領第９に基

づく質疑に対する回答は次のとおりです。 

 

更新日：令和８年５月７日 

№ 質疑事項 回答事項 

令和８年４月２８日回答 

１ 紙での決算申告にしておるのですが、すで

に捺印が税務署において廃止されており、捺

印済みの決算書を送付することが叶いませ

ん。決算申告は完了しているのですが、どう

すべきでしょうか？ 

 税務署の受付印がない決算書等の写しを

提出することも可といたします。 

令和８年５月７日回答 

２ 提出書類について 

企画提案書のページ数 

ア Ａ４判で２０ページ以内とし、ページ

の通し番号を付すこと。 

と指定がありますが、これは表紙・目次も

含めて２０ページ以内かどうか、確認させて

ください。 

 表紙・目次等も含めて２０ページ以内でお

願いします。 

３ 業務内容について 

（１）報告会の開催について 

受講者の保護者や学校の先生などのほか、

社会起業に関心のある企業や住民等の参加

を広く募集するとのことですが、集客目標数

や参加者数の目安があれば教えてください。 

また、中継やアーカイブ動画の配信をする

場合、その視聴者数も参加者数に含めてよい

かも教えてください。 

また、中継参加者は質問を受けられるなど

アクティブな参加者であることから、参加者

数に含めるものとしますが、アーカイブ動画

の視聴者数は含めないものとします。 

４ 業務内容について 

（２）集中講座（８月頃、連続する２日間）

や伴走支援（対面）の会場について 

経費削減とアクセスの良さのため、市役所

内の部屋等を使用させていただくことは想

定可能でしょうか。 

市役所内の会議室等を利用することは可

能です。 



№ 質疑事項 回答事項 

５ 業務内容について 

（３）伴走支援の「対面、オンラインどちら

も可とするが、全体の２分の１以上は対面に

より実施すること」という条件について 

① 「集中講座」は「全体の２分の１以上は対

面」で指定されている「対面実施」に含めて

よいかを確認させてください。 

② 「報告会」は対面開催ではあるものの、こ

の伴走支援の「対面実施」には含まないとい

う理解で相違がないか確認させてください。 

③計画当初は全体の１／２でオンラインで

の伴走機会を予定しておき、実際の運営上は

参加者の状況次第でオンライン伴走機会を

増やすことは問題ないでしょうか。その場

合、「全体の２分の１以上」を確保するため

に対面開催を増やす必要がないことを確認

させてください。 

①「集中講座」も対面実施に含めます。 

 

②「報告会」は伴走支援の回数には含めませ

ん。 

 

③参加者の状況により伴走機会を増やして

いただくことは構いません。また、臨時で増

やした伴走機会については、「全体の２分の

１以上」の算定に含まないものとします。 

 

 


